
24時間の在宅ケア

～ICTの活用
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２４時間の在宅ケアの目標

・最期までご自宅で住み続ける選択ができること。
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２４時間の在宅ケアの組み合わせ

• 訪問介護

• 夜間対応型訪問介護

• 定期巡回随時対応型訪問介護看護(連携型)

• 特定医療行為(喀痰吸引、経管栄養等)
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サービスの違い
NO４



ご自宅に住み続けるイメージ

訪問介護

定期巡回
夜間対応(２４H)
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ICTの活用

主にICTにより情報共有に良い効果が出来ていると感じます。

社内システム

社内アプリで
各ケアワーカーが
最新情報の共有
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ICT導入前後の情報共有の違い

(ICT導入前)

・ノートか事務所での共有

・ケアを担当するお客様だけの情報しか知らない。

・ケアワーカーは、孤独感を感じていた。

(ICT導入後)

・社内アプリで、最新の申し送りを確認できる。

・ケアを担当しない利用者様のケア状況も確認できる為、

チーム全体の見える化が促進して、経験と知識の共有。

・ケアワーカーの孤独感が軽減しています。
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まとめ

福祉先進国の北欧に比べて、

日本社会は在宅ケアへの不安感があります。

尊厳に関わる自己決定において、

安心して在宅も選択できる地域にしていきたいです。
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